
益々顕在化する気候変動の影響と緩和策・適応策の
 必要性、富の偏在がもたらす不平等な社会と貧困問題、
  なかなか縮まらぬジェンダーギャップ、限界集落が
   点在する過疎地など疲弊した地域社会問題、多くの
    難問・難題が国内外に存在します。

ソーシャル・イノベーションコース
 総合政策科学研究科

フィジー共和国における海外フィールドワークの様子：①本研究科の国際交流協定校である南太平洋大学での学びの様子、②有名な
エコツーリズムサイト・アンバサ村での撮影、③JICA設置のごみ分別収集施設前にてラウトカ市の廃棄物処理担当職員の方と撮影

SDG  を指針として現代社会に生起する国内外の社会課題を客観
的に調査・分析し、かつ、それを解決できる実践能力を兼ね備
えた行動型SDG  人材を養成します。

こうした複雑化する社会課題の解決には、従来の
 行政への依存だけでは困難となっています。
  NPO・NGOなど主にボランティアがその担い手
  となる公益的市民活動に加え、事業を通じて社会
   課題に取り組む社会的起業や、営利企業の社会
    貢献活動などが多層的に展開されることで、は
     じめて現代社会の課題解決を図っていくことが
      できます。

Social Innovation Course
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コース概要

＜コースの目的＞
現代社会の現場に大学院生自身が参加し、社会課題の解決のための研究と実践に主体的に取り組むこ
とで、分析のみならず実践能力を兼ね備えたソーシャル・イノベーターを養成することを目指してい
ます。

＜教育方法の特徴＞
社会実験やワークショップを用いたまちづくり系カリキュラムから内容を拡大・発展しました。研究
領域としては、まちづくりやコミュニティー開発に留まらず、より広い観点から、SDGs達成に貢献
する内容を網羅しています。また、対象領域のみならずSDGs達成手段や評価の教育研究も拡充しま
した。さらに、研究方法として、従来の社会実験やワークショップに限らず、分野横断的な定量・定
性分析の習得、及び、国内・海外フィールドワークの実施を強化していきます。

＜将来の進路＞
NPO・NGOのリーダーや社会企業家、ソーシャルビジネスのマネジメントの専門家、営利企業での
社会課題解決プロモーターなど、社会変革の担い手として活躍することが期待されます。


